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お
お�

い
　
き
ん
て
い�

　
筆
の
都
・
熊
野
町
で
産
声
を

あ
げ
た
筆
は
、
全
国
へ
広
が
り
、

そ
の
役
割
を
終
え
た
筆
は
熊
野

町
へ
再
び
帰
り
、
筆
塚
で
供
養

さ
れ
ま
す
。
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
筆
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
神
社
参
道
の
両
側
に
吊
り
下

げ
ら
れ
た
一
万
本
の
筆
通
り
と
、

熊
野
町
を
代
表
す
る
メ
ー
カ
ー

約
30
社
が
毛
筆
、
化
粧
筆
、
画

筆
、
日
本
画
筆
な
ど
あ
ら
ゆ
る

筆
を
、
年
に
一
度
の
特
別
価
格

に
て
ご
奉
仕
し
ま
す
。

　
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
の
書
家
　
大

井
錦
亭
先
生
（
日
展
評
議
員
・

(社)
創
玄
書
道
会
理
事
長
）
に
よ

る
約
20
畳
分
の
特
殊
布
へ
の
シ

ン
ボ
ル
作
品
揮
毫
を
は
じ
め
、

地
元
学
生
（
熊
野
高
校
書
道
部
）

に
よ
る
様
々
な
作
品
揮
毫
は
圧

巻
の
一
言
で
す
。

・
ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

―
終
日
実
施
―�

　
町
内
の
園
児
の
作
品
を
集
め

た
絵
画
展
。
ち
び
っ
こ
た
ち
の

力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
ペ
イ
ン
ト

カ
ー
は
自
由
参
加
で
す
。�

���

・
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ�

―
終
日
実
施
―�

　
町
内
の
様
々
な
団
体
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
で
す
。
バ
ン
ド
演
奏

あ
り
、
空
手
演
武
あ
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
台
村
　
―
終
日
実
施
―

　
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
お
腹
も

ぺ
こ
ぺ
こ
。
そ
ん
な
あ
な
た
の

食
欲
を
、
筆
ま
つ
り
屋
台
村
が

満
足
さ
せ
ま
す
。�

�

　
縦
５
ｍ
×
横
６
ｍ
の
大
き
な

書
作
品
を
は
じ
め
、
町
内
縁
の

書
家
、
画
家
な
ど
に
よ
る
様
々

な
作
品
を
次
の
会
場
に
展
示
し

ま
す
。

（
会
　
場
）　
中
溝
本
通
、
商
工

会
、
筆
の
里
工
房

・「
二
人
展
」
―
終
日
実
施
―�

　
大
橋
智(

日
本
画)

・
松
村
卓

志(

油
絵)

に
よ
る
二
人
展
で
す
。

（
会
　
場
）
ア
ト
リ
エ
Ｍ
Ｅ
Ｕ

Ｄ
Ｏ
Ｎ

　
筆
ま
つ
り
会
場
を
め
ざ
し
て
、

彼
岸
船
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま

す
。
会
場
に
到
着
し
た
後
、
船

を
中
心
と
し
て
筆
お
ど
り
を
踊

り
ま
す
。

受
　
付
　
午
前
10
時
〜

参
加
費
　
500
円

　
自
由
参
加
の
小
中
学
生
が
掛

け
軸
に
挑
戦
。
も
ち
ろ
ん
大
人

の
方
も
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
自
動
車
・
一
般
車
両
は
通
り

抜
け
で
き
ま
せ
ん
。

と
　
き
　
９
月
23
日
(祝)

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ
　
原
田
酒
店
〜
五
大
洲

　
交
通
規
制
等
に
よ
り
一
部
地

域
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
筆
ま

つ
り
開
催
に
ご
理
解
と
ご
協
力

○
筆
供
養
　
―
終
日
実
施
―�

○
一
万
本
の
筆
通
り
、
筆
の
市�

　
　
　
　
　
　
―
終
日
実
施
―�

○
大
作
席
書�

―
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
は
午
後
２
時
半
頃
―�

○
熊
野
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド�

　
　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト�

○
野
外
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

　
　
　  

―
終
日
実
施
―�

第7373回　筆まつり回　筆まつり�第73回　筆まつり�

　「
筆
ま
つ
り
」

「
筆
ま
つ
り
」。
昭
和
昭
和
1010
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
祭
り
も
今
年
で

年
に
始
ま
っ
た
こ
の
祭
り
も
今
年
で
7373
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
三
筆
の
ひ
と
り
嵯
峨
天
皇
を
し
の
ぶ
と
共
に
、

日
本
三
筆
の
ひ
と
り
嵯
峨
天
皇
を
し
の
ぶ
と
共
に
、
筆
づ
く
り
の
先
駆
者
、

筆
づ
く
り
の
先
駆
者
、
乙
丸
常
太
、

乙
丸
常
太
、

井
上
治
平
ら
に
感
謝
を
込
め
、

井
上
治
平
ら
に
感
謝
を
込
め
、
筆
産
業
の
発
展
を
祈
り
、

筆
産
業
の
発
展
を
祈
り
、
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。�

　
今
年
も
、

　
今
年
も
、
熊
野
筆
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

熊
野
筆
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し
、

多
く
の
方
々
に
参
加
し
、
楽
し
ん
で
い

楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
だ
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

た
だ
け
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
だ
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

　「
筆
ま
つ
り
」。
昭
和
10
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
祭
り
も
今
年
で
73
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
三
筆
の
ひ
と
り
嵯
峨
天
皇
を
し
の
ぶ
と
共
に
、
筆
づ
く
り
の
先
駆
者
、
乙
丸
常
太
、

井
上
治
平
ら
に
感
謝
を
込
め
、
筆
産
業
の
発
展
を
祈
り
、
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。�

　
今
年
も
、
熊
野
筆
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
だ
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

○
彼
岸
船
、
筆
お
ど
り�

○
競
書
大
会�

■
交
通
規
制
の
ご
案
内�

↑筆供養�

↑大作席書�
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神
楽
や
銭
太
鼓
、
和
太
鼓
演

奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
　
き
　
９
月
22
日
(土)
午
後
６
時
〜

と
こ
ろ
　
榊
山
神
社

入
場
料
　
無
料

※
前
夜
祭
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
呉
市
出
身
の
作
曲
家
藤
井
清

水
に
早
く
か
ら
認
め
ら
れ
た
坊

田
か
ず
ま
。
お
互
い
の
や
り
取

り
の
記
録
で
あ
る
書
簡
や
楽
譜

な
ど
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
筆
な
く
し
て
は
日
本
の
文
化

は
語
れ
な
い
。
水
墨
画
、
絵
て

が
み
な
ど
、
筆
か
ら
生
ま
れ
る

伝
統
的
手
工
芸
の
体
験
（
有
料
）

が
で
き
ま
す
。
ま
た
硯
の
産
地

で
有
名
な
山
口
県
宇
部
市
の
赤

間
硯
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

○
筆
ま
つ
り
前
夜
祭�

○
ハ
ン
ズ
ク
ラ
フ
ト
―
終
日
実
施
―�

○
郷
土
館�

　
坊
田
か
ず
ま
遺
品
展�

第
73
回
　
筆
ま
つ
り

回
　
筆
ま
つ
り�

第
73
回
　
筆
ま
つ
り�

と
　
き
　

と
　
き
　
9
月
2323
日
（祝）（祝）
　
午
前

　
午
前
1010
時
〜
午
後

時
〜
午
後
5
時�

と
こ
ろ
　
メ
イ
ン
会
場
　
榊
山
神
社
周
辺

と
こ
ろ
　
メ
イ
ン
会
場
　
榊
山
神
社
周
辺�

と
　
き
　
9
月
23
日
（祝）
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時�

と
こ
ろ
　
メ
イ
ン
会
場
　
榊
山
神
社
周
辺�

彼岸舟�
車に落書落書きできるペイントカー。�
たのしいよ！�
�

熊野高校書道部熊野高校書道部による大書大書�

車に落書きできるペイントカー。�
たのしいよ！�
�

熊野高校書道部による大書�


